
本スライドは領域・業界を問わない
準備委員会のお誘いです。

2020年
5月頃、または
オリンピック後頃

実施検討中

アンサーカンファレンス2020
～不安な個人 立ちすくむ国家～
モデル無き社会を打破するやり方はあるか

about You



about You

個人 ビジネス 社会

場づくり
働きかけ

プラットフォーム
データベース

歯がゆさ
に道筋を

未来の顧客
才能の発揮

力が手が
届く社会に

＝3者に同時に挑むプラン

創業期 準備・装備後

自己実現プロセスの創出と実現化



about You 2019年12月 現在地
2020年～

2017年5月 経産省

不安な個人
立ちすくむ国家

モデル無き社会

着想
構想

開店

実験
準備

挑戦
提案

展開
設計
打破

2019年4月

2019年12月

2016年12月

2020年

Olympic 前／後

アンサー
カンファレンス



問題意識

「モデル無き社会」の「次の社会」はあるか

壊滅的な生産性「６％⇒30％」に出来るか

GAFAに伍し、凌駕するプロセスを編み出せるか

「弱き」が「さらに弱き」に刃を突き付ける
このループを断ち切れるか

「互いに評価し合う」やり方を塗り替えられるか



2年経ち・・・

2017年5月
経産省 「不安な個人 立ちすくむ国家」

2019年5月

あふれる情報 早すぎる変化

変わらない仕組み 見えない将来

モデル無き社会

弱きがさらに弱きに刃を突き付ける社会

川崎市登戸通り魔事件

許されない挑戦
引きこもり長期化

日常の垂れ流し
データマッチング

低成長を背景にした
早い代替サイクル

評価し合うやり方
格差貧困の固定化



「アンサー」とは？

2017.05

「不安な個人 立ちすくむ国家」

弱き＝犠牲者

経済産業省

「コミュニティは関与難」

アンサー
モデル
無き社会

・弱きを解放する社会はつくれるか
・各自が抱く価値を解放できるやり方の展開

届くのか？

2019.12

制度設計



歯がゆさ⇒変革すべきテーマ

自己実現プロセスの創出と実現化

社

会

ビ
ジ
ネ
ス



当日の仕立て案

0.「犠牲者」からの起案

1.ファーストプレゼン（about You）

2.カンファレンス

3.「変革すべきテーマ」への提案

「List」配信と展開（×交流会の開催）

（全員と語り合えない） （未来の顧客・他者に展開可）

会場170～250名 午後のみ or 全日

Education/Management
Happiness/Platform/Society,etc

当日終了後



実施：19年12月時点では開催未定扱い

・単騎から練り上げる
・違う階層に持ち掛ける
・規模は調整可能
・「犠牲者」としての立ち
位置からの呼びかけ

単独開催 準備委員会

候補時期：2020年5月／2020年9月

候補場所：お茶の水ソラシティ内 EDUPLA

対象：「弱き」そして「犠牲者」

・企画主旨の同意が必須
・集客と展開が加速化
・主宰はabout Youだが、
主催・共催は柔軟に調整
・オリンピック後が濃厚に

？



Thank you

about You プロデューサー
與儀陽介

個別打合せ可能 平日：18時～
月2回～ Personal Menuによる場づくり
主にFacebook about Youページにて

準備状況・必要事項を発信予定


